














































ウィリアム ・モリス,ア ントニオ ・ガウディ,
フランク ・ロイ ド・ライ ト,チ ャール ズ ・
レニー ・マ ッキ ン トッシュ,ヨ ゼ フ ・ホフ
マ ン,ア イ リー ン ・グ レイ,ブ ルー ノ ・タ
ウ ト,ミース ・ファン・デル ・ローエ,ル 。
コル ビュジェ,ヘ リッ ト・トー マス ・リー
トフェル ト,エル ・リシツキー,ア ルヴァ ・
アール ト,マルセル 。プロイヤー,ジ ョゼ ッ
ペ ・テ ッラー二
こうして14人を羅列 してみるだけで,近 代 の
建 築家 ・デザイナーが本 当に沢 山いること,
豊 饒であ ることを垣 間見 させて くれ る。 そ し
て,彼 らはそれぞれ活動地域,主 義主張等 に
よって相互 に絡 み合 い複雑 な関係 を作 り上 げ
てい る。
こ う した著名 な建築 家 ・デザ イ ナー を,
『作 家た ちのモダニズ ム』 では,あ えて生 ま
れた年 の順(こ ればか りは,各 個人が 自 らの
努力に よっていかん ともしえ なか った偶然 の
結 果であ る)に 配列 し,乗 合 自動車な らぬ一
冊 の書籍 にま とめた ことは,そ れだ けで気持
ちがいい ものである。各人 の著名度の差や研
究者の数,著 作 の多少 によってペ ージ数(文
字数)が 変化す るこれまでの数 々の記述 に対
して,そ れぞれに割 り当て られ たペー ジは8
ペー ジと厳 密に均等配分 され ている。 その配
列 には前提 とな るいかなる理論 もない。歳 の
順があ るだ けだ。特定 の人物 と人物を意識 的
に結び付け ることもな く,書 籍の空間が粛 々
と成立 している。 まるで 日め くりカ レンダー
の ように次 々 とペー ジをめ くることが 出来 る。
さらに,そ の各 セ クシ ョンが





によって これ また厳 密に構成 されてお り,す
べての章が相同の構造 を もっている。 どの部
分か ら読み始めて も的確 にその 目的 をつかむ
ことが出来 る。飛 び石 の ごと く14人の生涯だ
けを読 む ことも可能 だ し,作 品だけを眺め る
ことも可なのである。 あるいは,各 章末の参
考 図書欄 に 目を通す ことで,そ れぞれの建 築
家・デザイナーがどうい った研究 の対象 にな っ
てい るかす ばや くつ かむ こと もで きる。
おそ らく,こ のよ うな構成だか らこそ以 下
の ことが議論 の対象 に上 って くるだろ う。何
故14人なのか,そ して,選 ばれた人々 と選 ば
れなか った人 々(編 者 自身が言及 している グ
ロ ピウス,ア ドル フ 。ロース他)の 選択 の基
準 は何 か。 、
もとよ り,14人はたまたま同 じバ スに乗 り
合 わせ た偶然の乗客であ る。 そ して同時に,
14人を それ ぞれ別の解説者 が論 じているこ と
によって,各 々の要素の独立性 を保障 して い
る。誰が選 ばれ るか,選 ばれないか,そ う し
た因果関係を反古 に して,始 ま りも終 りもな
い書籍の体系を築 いている。 これ は14人が1
人 に減 って も,100人に増 えて も,あ るい は
1000人であ ろうとも同 じことで ある。読者 は
14人とい う偶然 を楽 しあばよいので ある。
本書 は序章 を加 えると15章とな る。 この15
章 は レッス ンとしてち ょうどいい分量であ ろ
う。物事 を考 えるには,あ る種の リズ ムが必
要 であ る。 そ して,そ の リズムに慣れて くれ
ば,新 しい跳躍 が可能 となるはずであ る。 中
学校 で初 めて習 う英語 の教科書がそ うであ っ
たよ うに,15回の同 じ構造を持つ レッス ンを
繰 り返 し,モ ダニ ズムの世界 に足を踏み入 れ
る ことは トレーニ ングと して心地 よい ことだ
と思 う。
建築 ・デザイ ンを考え る一歩前 の方々への
テキス トブ ックとして楽 しい本で ある。
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